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1．背景と研究目的 

全固体リチウムイオン電池は、高い安全性を有する次世代電池として期待されている。本研究では、

塩化物電極材料である立方晶 Li2FeCl4
1の充放電機構を調べるために、XANES 測定を行った。 

 

2．実験内容 

Li2FeCl4粉末にケッチェンブ

ラック 10 wt.％混合した電極を

用いた全固体リチウムイオン電

池を作製し、充放電を行った。

その後、充電前、充電後、放電

後の 3つの試料の FeのK吸収端

の XANES 測定を行い、Fe の酸

化状態を調べた。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1 において、XANES スペ

クトルの微分曲線を充放電前の

試料と参照試料で比較している。

この図から、充放電前の試料の

吸収端は、Fe2+の参照試料の位置

と近く、充放電前の Li2FeCl4 電

極中の Fe は化学組成通り Fe2+の

状態であることがわかった。ま

た、Fig. 2 に、充電前と充電後、

放電後のスペクトルを示す。充

電によって高エネルギー側にシ

フトしていたことから、Fe がレ

ドックスに寄与していることが

確認された。また、放電によっ

て、充電前のスペクトルに戻っ

ていることから、その反応の高

い可逆性が確認された。 
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Fig. 1. 充放電前の Li2FeCl4 電極と参照試料の Fe K 吸収端

XANES スペクトルの微分曲線. 

Fig. 2. Li2FeCl4電極の充放電前後のFe K吸収端 XANESスペク

トル. 


